
数学者の秋山仁さんによる講演が好評だった交流会（11月9日、読売新聞東京本社で／ 2・3面へ）
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模
型
教
材
使
い
解
説

　

交
流
会
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
も
お
な
じ
み
の
数
学
者
で
読
売
教

育
賞
の
選
考
委
員
も
務
め
る
秋
山
仁

さ
ん
（
72
）
が
「
不
可
能
を
可
能
に

す
る
発
想
の
転
換
７
か
条
」
と
題
し

て
講
演
。
独
自
に
開
発
し
た
模
型
教

材
を
多
用
し
な
が
ら
、
数
学
的
な
思

考
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し

た
。

　

紙
の
輪
を
２
つ
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
輪
を
中
心
線
で
二
等
分
す
る
と

ど
ん
な
形
に
な
る
か
を
確
か
め
る
実

次
世
代
の
担
い
手
育
成
に
ス
ク
ラ
ム

読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

２
０
１
８ 

交
流
会

企
業
や
大
学
、
小
中
高
校
と
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援
す
る

「
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
交
流
会
が
11
月
９
日
、
東
京
・
大
手
町
の

読
売
新
聞
東
京
本
社
で
開
か
れ
、
教
員
や
企
業
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

教
育
現
場
と
社
会
を
つ
な
ぐ
接
点
と
し
て
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

次
世
代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

秋山 仁さん講演 「強い願望 一番大切」

き
合
い
方
を
、
学
校
教
育
の
中
で
一

緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
」
な
ど
と
話
し
た
。

　

教
育
界
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
成
城
中
学
校
・
高
等
学
校
の
栗
原

卯
田
子
校
長
（
前
・
都
立
小
石
川
中

等
教
育
学
校
長
）
は
「
社
会
の
中
で

ど
ん
な
風
に
子
ど
も
を
育
て
て
い
く

か
を
考
え
る
と
き
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
が
重
要
だ
と
私
は
思
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

会
場
で
は
、
企
業
に
よ
る
出
前
授

業
な
ど
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

様
々
な
取
り
組
み
を
映
像
や
資
料
で

紹
介
。
参
加
者
は
活
発
に
意
見
交
換

し
、
交
流
を
深
め
た
。

演
で
は
、
見
事
な
正
方
形
が
出
現

（
写
真
①
、
②
）。
驚
く
参
加
者
を
前

に
、「
問
題
を
１
つ
ず
つ
処
理
し
て

い
く
と
い
う
数
学
的
な
考
え
方
を
用

い
れ
ば
、
実
際
に
や
ら
な
く
て
も
結

果
を
予
測
で
き
る
」
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
を
一
ひ
ね

り
し
て
つ
な
ぎ
、
同
じ
よ
う
に
二
等

分
す
る
と
、
２
つ
の
連
な
っ
た
ハ
ー

ト
が
現
れ
る
実
演
を
披
露
し
、
会
場

を
沸
か
せ
た
（
写
真
③
）

　

ま
た
、
正
三
角
形
の
穴
を
開
け
ら

れ
る
ド
リ
ル
の
原
理
を
説
明
し
な
が

ら
、
常
識
を
疑
う
こ
と
の
重
要
性
を

説
い
た
（
写
真
④
、
⑤
）。

　

自
身
の
発
想
法
を
問
わ
れ
る
と
、

「
こ
う
い
う
も
の
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
い
う
強
い
願
望
が
一
番
重
要
」

と
極
意
を
述
べ
た
。

活
発
に
意
見
交
換

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
読
売
新

聞
グ
ル
ー
プ
本
社
の
老
川
祥
一
・
取

締
役
最
高
顧
問
・
主
筆
代
理
が
「
社

会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
と

い
う
基
本
概
念
で
活
動
し
て
お
り
、

今
日
は
皆
様
方
の
交
流
を
深
め
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

企
業
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
モ
バ
イ
ル
社
会
研
究

所
の
鈴
木
孝
幸
樹
企
画
担
当
部
長

は
「
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
と
の
付

老川最高顧問NTTドコモ・鈴木孝幸樹企画担当部長

栗原卯田子校長

ワークショップも用意された交流会。参加者は2つの連なったハートの作成にも挑戦した

5
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新聞@スクールセミナー夏休み親子新聞教室
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この１年の活動
読売教育ネットワークでは、さまざまな特別授業や�

特別イベントを開催しています。

小中高…310、大学…66、企業…166、教育委員会…8� 計550団体

参加団体� 2018年11月7日現在

◇読売社員による出前授業………………………………………… 232
◇参加企業等による小中高校への教育プログラム…………………… 55
◇大学や企業で定期購読の新聞を教材に、情報リテラシーや
   文章講座などを展開する「新聞のちから」…………………………… 33

出前授業・特別授業など� 2017年11月～2018年10月

■ 早期医療体験プログラム
７－８月開催。医学部を目指す高校生が大学病院の救命現場で学ぶ教育
支援プロジェクト。順天堂医院は16校18人、大阪大病院は11校11人を
受け入れた。9月、プログラムを体験したＯＢ・ＯＧ高校生と医学生ら約90人
が集まる交流報告フォーラムが読売新聞東京本社で行われた。

■ 鍛える、食べる　トップアスリート１日合宿
8月7日開催。東京五輪で世界の頂点を狙う張本智和選手ら、次世代の日
本卓球界を担う若手選手たちが、首都圏の卓球部に所属する中高生を指
導した。ネットワーク参加校７校から30人の生徒が参加した。

主な特別授業

■ 書評合戦ビブリオバトル
お勧め本を出し合ってチャンプ本を決める大会。中学生、高校生、大学生な
どの各大会のほか、読書好きの著名人による「スター決戦」が初めて11月
19日に行われた。

■ 夏休み親子新聞教室
8月4日、17日、18日に開催。親子でテーマに沿った記事を切り貼りし、世
界に一つだけのスクラップ新聞を作る。

■ ＮＩＥ土曜サロン
新聞を活用した授業方法などを学ぶ勉強会。ほぼ月１回開催。

■ 第１回 新聞＠スクールセミナー
2月24日に開催。「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」を
テーマに、約80人の教員らが学ぶ。

大会・イベント・セミナー

読売教育
ネットワーク



リポートリポート

　

薬
が
引
き
起
こ
す
健
康
被
害（
薬
害
）と
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ

特
別
授
業
が
9
月
下
旬
、
３
日
間
に
わ
た
り
岐
阜
県
関
ケ
原
町
立

今
須
中
学
校
で
行
わ
れ
た
。
１
９
６
０
年
代
に
大
き
な
薬
害
を
引

き
起
こ
し
た
鎮
静
・
睡
眠
剤
サ
リ
ド
マ
イ
ド
が
原
因
で
、
生
ま
れ

つ
き
腕
が
短
い
増
山
ゆ
か
り
さ
ん（
55
）や
弁
護
士
、
厚
生
労
働
省

医
薬
・
生
活
衛
生
局
の
担
当
者
が
、
３
年
生
12
人
に
語
り
か
け
た
。

社
会
科「
人
権
と
共
生
社
会
」の
授
業（
全
５
時
限
）に
つ
い
て
、

同
校
の
藤
井
健
太
郎
教
諭（
42
）に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

障
害
が
あ
る
こ
と
の
意
味

　

今
須
中
は
全
校
生
徒
34
人
の
小
規
模

校
で
す
。
中
学
３
年
は
12
人
し
か
い
ま

せ
ん
。
こ
の
小
さ
な
学
校
に
増
山
さ
ん

が
来
校
し
た
の
は
９
月
27
日
、
社
会
科

「
人
権
と
共
生
社
会
」
特
別
授
業
の
２

日
目
で
し
た
。

　

教
室
に
入
っ
て
き
た
増
山
さ
ん
は
、

生
徒
た
ち
の
前
で
椅
子
に
座
り
ま
し

た
。
さ
っ
と
靴
を
脱
ぎ
、
足
の
指
を
巧

み
に
使
っ
て
リ
ュ
ッ
ク
の
フ
ァ
ス
ナ
ー

を
開
け
る
と
、
や
は
り
足
の
指
で
授
業

用
の
資
料
を
取
り
出
し
ま
し
た
。

　

右
肩
の
す
ぐ
先
に
あ
る
３
本
の
指
と

両
足
で
生
活
す
る
彼
女
に
し
た
ら
、
手

を
使
わ
な
い
の
は
自
然
な
振
る
舞
い
で

す
が
、
生
徒
に
と
っ
て
「
障
害
が
あ
る

こ
と
の
意
味
」
を
初
め
て
目
に
し
た
瞬

間
で
す
。
い
つ
も
は
冷
静
な
西
村
萌も

え

加か

さ
ん
が
身
を
乗
り
出
し
た
ぐ
ら
い
で
す

か
ら
、
の
っ
け
か
ら
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

差
別
と
偏
見
に
衝
撃
受
け
る

　

教
室
で
、
増
山
さ
ん
は
生
徒
た
ち
の

間
を
回
り
な
が
ら
半
生
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
心
臓
に
穴
が
開
い
て
い
た
た

め
、
生
後
す
ぐ
に
北
海
道
の
親
元
を
離

れ
て
都
内
の
病
院
に
入
院
し
た
こ
と
。

な
か
な
か
歩
け
ず
、
看
護
師
さ
ん
に

背
負
わ
れ
て
病
院
で
暮
ら
し
た
こ
と

…
…
。

　

話
は
、
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
小
学

生
時
代
へ
と
続
き
ま
し
た
。
石
を
投
げ

ら
れ
た
こ
と
は
一
度
や
二
度
で
は
な

く
、
ラ
ー
メ
ン
屋
に
入
っ
た
ら
「
迷
惑

に
な
る
か
ら
出
て
い
っ
て
く
れ
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
北
海
道
に
戻
っ
た
私
を
待
っ
て
い

た
の
は
両
親
の
離
婚
と
家
族
の
離
散
で

し
た
。
私
は
家
族
と
暮
ら
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
」
と
増
山
さ
ん
が
明
か
す

と
、
う
つ
む
く
生
徒
が
い
ま
し
た
。
一

言
も
逃
す
ま
い
と
、
食
い
入
る
よ
う
に

聞
く
生
徒
も
い
ま
す
。
真
面
目
な
ク
ラ

ス
で
す
が
、
い
つ
も
と
違
う
空
気
が
教

室
に
流
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
り
、
家
族
と
会

え
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
私
に
は
耐
え

ら
れ
な
い
」「
ど
れ
だ
け
精
神
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
の
か
、は
か
り
し
れ
な
い
」

　

講
演
直
後
、
12
人
が
書
い
た
感
想
文

に
は
、
増
山
さ
ん
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

た
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

憲
法
と
比
較
、
人
権
を
考
え
る

　

こ
の
日
の
目
的
は
、
増
山
さ
ん
の
体

験
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、「
薬
害

は
、
ど
の
よ
う
な
人
権
侵
害
に
つ
な
が

る
の
か
」
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

求
権
の
侵
害
に
つ
な
が
る
な
ど
、
生
徒

が
気
づ
か
な
か
っ
た
点
を
解
説
し
て
く

れ
ま
し
た
。

な
ぜ
被
害
が
拡
大
し
た
か

　

学
習
計
画
を
作
る
う
え
で
注
意
し
た

の
は
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
に
つ
い
て
の
生

徒
の
知
識
は
乏
し
い
と
い
う
点
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
薬
害
が
起
き
て
拡
大
し
た

の
か
を
学
ぶ
た
め
、
私
は
被
害
者
団
体

が
公
開
す
る
資
料
や
新
聞
記
事
な
ど
か

ら
、
生
徒
向
け
に
年
表
を
作
り
ま
し
た
。

　

サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
危
険
性
が
初
め
て

警
告
さ
れ
て
か
ら
、
販
売
停
止
・
回
収

さ
れ
る
ま
で
の
日
欧
の
動
き
を
比
較
し

て
、
三
和
日ひ

那な

乃の

さ
ん
は
「
日
本
で
被

害
が
拡
大
し
た
の
は
、
審
査
の
不
備
や

初
期
対
応
の
遅
れ
、
被
害
発
生
後
の
対

応
の
不
徹
底
が
主
な
原
因
だ
っ
た
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。「
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
の
制
度
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
」
と
一
歩
踏
み
込
む
生
徒
も
い

ま
し
た
。

薬
害
起
き
な
い
社
会
を

　

最
後
は
、
ど
う
し
た
ら
薬
害
が
起
き

な
い
社
会
を
作
れ
る
の
か
を
考
え
る
学

習
。
新
薬
が
認
可
さ
れ
、
国
民
に
届
く

ま
で
の
流
れ
の
図
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
驚
い
た
の
は
、
山
田
真
衣
さ

ん
が
図
に
書
き
加
え
た
内
容
で
す
。

「
国
民
」
か
ら
「
国
」
に
向
け
て
矢
印

を
書
い
て
、「
被
害
を
伝
え
る
情
報
機

関
を
作
る
」と
い
う
メ
モ
も
記
し
ま
し
た
。

　
「
副
作
用
の
情
報
を
す
ぐ
に
国
に
伝

え
る
窓
口
が
あ
れ
ば
、
被
害
拡
大
を
防

げ
る
」
と
い
う
彼
女
の
発
想
は
、
実
は

と
て
も
鋭
い
の
で
す
。
２
０
０
４
年
に

創
設
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
「
医
薬
品

医
療
機
器
総
合
機
構
」（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

が
、
こ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
厚
生
労
働
省
か
ら
来
校
し
た
医
薬

品
副
作
用
被
害
対
策
室
の
方
々
も
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
役
割
な
ど
を
説
明
し
、
国
民
目

線
で
薬
や
医
療
機
器
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
50
分
は
グ
ル
ー
プ
学
習
と

し
、
薬
害
が
侵
す
国
民
の
権
利
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
石
を
投
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
憲
法

が
保
障
す
る
『
個
人
の
尊
重
』
が
侵
害

さ
れ
た
」。
こ
う
ノ
ー
ト
に
書
い
た
の

は
谷
口
紗さ

弓ゆ
み

さ
ん
で
す
。「
希
望
す
る

職
業
を
目
指
せ
な
い
の
は
『
職
業
選
択

の
自
由
』
を
侵
す
」
と
も
考
え
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
平
松
卓
也
弁
護
士
（
37
）

に
登
壇
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
生
命
の

危
機
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
存
権
が
脅

か
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
障
害
が
原
因

で
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
幸
福
追

■ 年表 サリドマイド薬害
1960年前後に催眠鎮静剤として使われ、日本の製薬企業が販
売停止・回収を発表したのは1962年9月13日、諸外国の対応
から10か月遅れた。1974年、国と製薬企業が因果関係と責任
を認めてサリドマイド訴訟は和解した。

　今回の試みは薬害について学ぶ方法を探る
厚生労働省のモデル授業として行ったもので
すが、私には「薬害を通して人権を学ぶ」という
大きな目的がありました。
　私は人権が保障される社会こそが、平和を
実現できると考えています。2016年から広島
への修学旅行を引率して生徒と一緒に被爆体
験談を聞いていますが、被爆者は後遺症に苦
しむだけでなく、いわれのない偏見や差別を受
けてきたことを知りました。以来、人権について
理解を深める教育の充実を図りたいと思うよう
になったのです。
　サリドマイドの薬害について、実は私も詳しく
知りませんでした。

　実態が見えてきたのは、厚生労働省との打
ち合わせや公開されている資料を調べてからで
す。腕のないサリドマイド児の写真は痛ましく、
被害拡大に人災の側面があったこと、それを防
ぐ制度が不十分だったことは明らかでした。
　増山さんは、お母様が妊娠中に飲んだ胃腸
薬に含まれていたサリドマイドの副作用で、障害
を持って生まれました。彼女から直接話を聞けば、
「同じ過ちを起こさない社会にしないといけない」
と、生徒たちは考えられると思いました。
　人権という言葉はよく聞きますが、抽象的で
あり理解するのは簡単ではありません。増山さ
んが受けた偏見や差別を、憲法が保障する権
利と照らし合わせたことにより、生徒のなかで人

権が具体化しつつあると
手応えを感じています。
　授業後、山田怜君は
「どんな障害があっても
人間であることに変わりはない。誰もが生きた
いと思えるような社会を築く必要がある」と人権
への理解を深め、そもそも生きるとは何なのかを
考えるようになったと言います。松井彩乃さん
は町内会で募金活動のボランティアに取り組
むなど、実際に行動を起こしはじめました。
　進学したい高校や就きたい仕事など、生徒た
ちにはたくさんの夢があります。でも、夢を目指
す権利は一人ひとりが努力しないと失われてし
まうかもしれないことに気づいてほしかったのです。

夢を目指す権利 失わないために ─授業を振り返って

今須中学校 藤井 健太郎 教諭

1957年10月 ○西ドイツで鎮静・睡眠剤として発売、その後世界約40
か国で販売される

1958年  1月 ○日本でも「イソミン」として販売、「妊婦や小児が安心し
て飲める安全無害な薬」と宣伝される

世界各地で手足や耳に奇形をもった子どもたちが生まれる
1961年11月 ○西ドイツの小児科医・レンツ博士がサリドマイドの危

険性を学会で警告する。10日後、ヨーロッパでは薬の
製造・販売が中止され、回収が始まる
○日本の厚生省（当時）はレンツ警告に「科学的な根拠
がない」として販売を継続する

1962年  9月 ○日本の厚生省や製薬会社が販売停止と回収を発表

厚生労働省の担当者は、現在の医薬品を審査して安全性をチェック
する仕組みについて話した

■ 新薬が国民に届くしくみ（1960年代当時）

憲法が保障する人権について詳しく解
説する平松弁護士

被害者たちが受けた差別・偏見 侵害された権利
店から追い出された ×平等権　
歩いているだけで
石を投げられた ×平等権、自由権

血がけがれていると言われた ×法の下の平等

家に閉じこめられた ×隷属的拘束からの
　自由

受験できる大学が少なかった ×学問の自由、 
　教育を受ける権利

就きたい職業が選べなかった ×職業選択の自由

■ 薬害はどんな人権を侵害したか 生徒たちの考え

薬
害

と

             

を

考
え
る
３
日
間

サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害

増
山
さ
ん
が
特
別
授
業公益財団法人いしずえ『いしずえ30年の軌跡』より作成

人
権
人
権

※現在、薬事審議会と新医薬品審査会は改称・改編されている
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5

医療機関
薬局

薬の処方

国　民
薬の使用

国
厚生労働省
薬事審議会

新医薬品審査会

製薬会社
薬の開発や製造

薬の安全性などを
チェックし販売を認める

薬の製造や
販売の承認を申請する 薬

を
販
売
す
る

診察し、薬を処方する

（上）障害を持つことを体験してみて―。指定されたページを、
指を使わずに開こうと悪戦苦闘する生徒

（右）足の指を使って傘をさして見せた増山さん。「握ることが
できないので雨が降っても使いません」と生徒たちに伝えた

（下）どんな人権侵害があったのかを考えるグループ学習で、
生徒にアドバイスをする増山さん
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対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
発
展
の
た
め
、
相
互
の
信
頼
関
係
を

大
切
に
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
る
」と
い
う
こ
と

が
、
現
地
で
働
く
三
菱
商
事
の
社
員
の
様
子
か
ら
も
よ
く

分
か
っ
た
。
上
か
ら
目
線
で
は
な
く
、
対
等
な
立
場
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
世
界
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
。
探
検
隊
に
参
加
し
た
こ
と
で
積
極
性
も
身

に
つ
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
も
積
極
的
に
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、
い
ろ
ん
な
話
を

聞
い
て
み
た
い
。中

尾
竜
也 

さ
ん

大
阪
府
立
北
野
高
校
２
年

英
語
への
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
あ
が
る　

　
初
め
て
の
海
外
と
な
っ
た
今
回
の
取
材
。
こ
れ
ま
で
、日

本
は
何
事
に
も
優
れ
て
い
る
Ｎ
Ｏ
．１
の
国
だ
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、
海
外
に
は
自
分
が
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
こ
と
も
、

日
本
よ
り
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
大
学
生
に
な
っ
た
ら
積
極
的
に
海
外
に
行
っ
て

み
た
い
。
英
語
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
が
り
、
英

語
の
勉
強
が
よ
り
好
き
に
な
っ
た
。
私
も
い
つ
か
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
現
場
で
働
い
て
み

た
い
。

佐
藤
珠
弥 

さ
ん

神
奈
川
・
洗
足
学
園
高
校
２
年

海
外
に
出
る
大
切
さ
学
ぶ

　
「
世
界
は
広
い
」。
そ
れ
を
強
く
感
じ
た
６
日
間
だ
っ
た
。

い
つ
も
日
本
を
内
側
か
ら
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
が
、
海
の

外
か
ら
日
本
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。

取
材
に
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
は
遠
い
存
在
だ
っ
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
海
外
に
出
る
こ
と
の
大
切
さ

も
実
感
で
き
た
。
大
学
に
進
学
し
た
ら
海
外
に
留
学
し
て

み
た
い
。
そ
し
て
、
視
野
を
広
げ
、
海
外
と
関
わ
る
仕
事
に

就
く
と
い
う
目
標
が
で
き
た
。

池
田
萌
芽 

さ
ん

東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
校
２
年

親
日
的
な
人
々

　
地
元
の
気
仙
沼
に
も
多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
水
産
加

工
会
社
で
働
い
て
い
る
。
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
ど
ん
な
国
な
の
か
、ど
ん
な
人
々
が
暮
ら
し
て
い

る
の
か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
し
、滞
在
中
は
た
く
さ

ん
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
優
し
く
し
て
も
ら
っ
た
。
と
て
も

親
日
的
な
彼
ら
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
が
、
地
元

に
帰
っ
た
ら
、
市
民
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
交
流
の
場
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

菅
野 

匠 

さ
ん

宮
城
県
気
仙
沼
高
校
２
年

活
気
に
あ
ふ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

　
何
よ
り
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、国
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
現
地
の
文
化
や
慣
習
を
尊
重
し

な
が
ら
、
日
本
の
や
り
方
を
上
か
ら
押
し
つ
け
る
の
で
は

な
く
、「
共
に
繁
栄
し
よ
う
」と
対
等
な
姿
勢
で
取
り
組
ん

で
い
る
三
菱
商
事
の
社
員
の
方
々
が
輝
い
て
み
え
た
。
国

の
発
展
を
支
え
る
の
は
若
者
の
力
だ
。
私
た
ち
が
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
夢
を
描
き
、
そ
れ
を
形
に
し
て
い
く
か
。
そ
れ
を

強
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

高
井
南
帆 

さ
ん

埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
校
２
年

高校生が海外のビジネス現場を訪れ、
世界の「今」を取材する「海外プロジェ
クト探検隊」。今夏は６人の高校生が、

「共に築くアジアの未来」をテーマにイ
ンドネシアを訪れ、三菱商事が関連する
ビジネスの最前線を取材した。
主催・読売新聞社、特別協賛・三菱商事

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
探
検
隊

探
検
隊
に
参
加
し
て

知
識
と
現
実
と
の
違
い
か
ら
学
ぶ

　

初
め
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
日
本
と
所
得
も
文
化
も

宗
教
も
ま
る
で
違
う「
未
知
」の
世
界
だ
っ
た
。
事
前
に
日

本
で
た
く
さ
ん
の
本
を
読
み
、
小
売
り
の
現
場
な
ど
を
視

察
し
て
行
っ
た
こ
と
が
大
き
く
役
立
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
最

前
線
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
貴
重
な
経

験
で
、
事
前
の
知
識
と
現
実
と
の
違
い
か
ら
も
多
く
の
学

び
が
あ
っ
た
。
尊
敬
で
き
る
ほ
か
の
探
検
隊
の
仲
間
と
出

会
え
た
こ
と
も
良
か
っ
た
。

石
川
陽
太 

さ
ん

東
京
・
開
成
高
校
２
年

大
迫
力
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト

　

縦
横
無
尽
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
大
小

の
パ
イ
プ
。
そ
の
奥
に
は
液
化
天
然
ガ

ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
を
貯
蔵
す
る
巨
大
な
タ

ン
ク
。
三
菱
商
事
が
最
大
株
主
と
し

て
主
導
す
る
「
ド
ン
ギ
・
ス
ノ
ロ
Ｌ
Ｎ

Ｇ
社
」
の
視
察
で
は
、
初
め
て
見
る
プ

ラ
ン
ト
の
迫
力
に
、
６
人
は
圧
倒
さ

れ
た
。
こ
こ
で
生
産
さ
れ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は

年
間
約
１
３
０
万
ト
ン
が
日
本
に
、
約

70
万
ト
ン
が
韓
国
に
運
ば
れ
、
東
ア
ジ

ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
を
支
え
て

い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
や
日
本
人
、

英
国
人
、
韓
国
人
な
ど
多
国
籍
な
社
員

約
３
０
０
人
が
働
い
て
お
り
、
英
語
で

行
わ
れ
る
朝
の
会
議
に
も
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

小
売
の
現
場
も

　

探
検
隊
は
小
売
り
の
現
場
も
取
材
し

た
。
三
菱
商
事
は
現
地
企
業
や
日
本
の

企
業
と
手
を
組
み
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

食
品
や
飲
料
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
生
活

必
需
品
の
事
業
を
手
が
け
て
い
る
。
６

人
は
激
辛
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
を
試
食
し

た
り
、
昔
な
が
ら
の
市
場
や
コ
ン
ビ
ニ

の
「
ロ
ー
ソ
ン
」
な
ど
を
巡
っ
た
り
し

て
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ど
の
よ
う
に
事
業
展

開
さ
れ
て
い
る
か
を
学
ん
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
日

本
大
使
館
を
訪
れ
て
国
交
樹
立
か
ら
60

年
を
迎
え
た
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

関
係
を
学
習
し
た
り
、
同
世
代
の
若
者

と
交
流
し
た
り
し
て
、
海
外
の
大
き
さ

を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

1.巨大設備が立ち並ぶドンギ・スノロ
ＬＮＧのプラントを見学する６人
2.様々な国籍の人たちが働いている
ドンギ・スノロＬＮＧ
3.ドンギ・スノロＬＮＧの視察を終え、
ルウク空港で

4.ローソンでは日本と同じようにおでんやホットスナックが並ぶ
5.激辛インスタント麺などを試食
6.昔ながらの市場の野菜売り場
7.三菱商事の倉橋政嗣・インドネシア総代表
8.日・インドネシア国交樹立６０周年について説明する中村亮公使
9.交流した日本語ミュージカル劇団「ｅｎ塾」のメンバーと記念撮影

インドネシアで
高校生６人

①②

③

④

⑤

⑦

⑨

⑧

⑥

ビ

取

の

ネ

前

ジ

材

最

ス

線








